
御幸小学校
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学校通信 うきは市立御幸小学校
ＮＯ ４ 校長 松田清孝 文責

いじめや差別をなくす１ヶ月に！
保護者の皆様もご存じの通り、７月は同和問題啓発

強調月間です。うきは市の条例（うきは市部落差別を

はじめあらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例）

の中に、「市は、市民の人権意識の普及高揚を図るため、

関係団体と連携の上、人権教育及び人権啓発活動を積

極的に推進し、人権擁護の社会づくりに努めるものと

する。」とあります。御幸小学校では、人権教育・啓発

を学校教育の重点のひとつとしています。日々の教育活動について、子どもたちが「自分

や友だちを大切にできているか」の視点を大事にしていますが、特にこの１ヶ月は、全学

級で人権に関する公開授業を行い、お互いに参観したり授業についての意見交換をしたり

しながら、子どもたちの人権感覚を磨くとともに、教員自らの学びの場としています。

それぞれの学年で、以下のような学習を行っていますので、ぜひご家庭でも、「自分や

友だちを大切にすること」について、話をしてみてください。
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子どもたちに、「自分や友だちを大事にしよう」とどんなに伝えても、その子自身が「大

事にされている」と感じていなかったり自信が持てなかったりすると、その満たされない

心が、よくない言動を生み出します。いじめや差別をなくしていくための私たち大人の第

一歩は、「いじめや差別はいけない」を伝える以上に、目の前の子どもの気持ちを考え、

子ども自身が、「ああ、自分は大事にされているな」「自分は自分らしくていいんだ」と

心から思える関わりを持っていくことだと、私は考えます。

安全・健康な夏休みにするために…
〇何より怖いのは、命に関わる交通事故や水難事故です。大人の目が届かない自由な時間が増え

る夏休みは、その分リスクも高くなります。「これは危ないからやらない。自分の命は自分で

守る。」と子ども自身が心のブレーキをかけられるようになる最大の方法は、保護者の皆様か

らの「あなたの命は何より大事。（だから、～は絶対にやらないで。～になっ

たときは、必ず～して。）」という心からのメッセージです。何度も何度も伝え

ることで、「私は大事にされている。危ないことはやめておこう…。」という気

持ちになります。日々の声かけをよろしくお願いします。

〇ネット上のトラブルについても、普段以上に注意をお願いします。オンラインゲーム上には、

子どもに迫る犯罪者がいます。犯罪に巻き込まれるリスクがあります。お子さんが危険な状況

にないかの確認をお願いします。また、LINE等のやりとりの中で、気持ちが十分に伝わらずに

トラブルになったり、よくない画像等をやりとりして、とりかえしがつかなくなったりするこ

ともあります。特に、お子さんが自分用の端末を持っている場合、十分に注意してください。
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